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災害への備えを万全に災害への備えを万全に
９月30日（金）に行われた県会津地方防災訓練・磐梯町総合防災訓練。９月30日（金）に行われた県会津地方防災訓練・磐梯町総合防災訓練。
参加者は、万一の事態に備えて真剣な表情で訓練に参加しました。参加者は、万一の事態に備えて真剣な表情で訓練に参加しました。

今月の町勢

平成 23 年 10 月１日現在

■世帯数　１，２０６世帯

■人口　　　３，８６６人

　　男　　　１，８７４人

　　女　　　１，９９２人

■転入　　２人／転出　　６人

■出生　　２人／死亡　　１人
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9
月
30
日
（
金
）、
第
一
小
学

校
や
役
場
な
ど
を
会
場
に
県
会

津
地
方
防
災
訓
練
・
磐
梯
町
総

合
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
関
係

機
関
や
消
防
団
員
、
町
民
の
皆

さ
ん
な
ど
約
３
０
０
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

会
津
盆
地
東
縁
断
層
帯
を
震

源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
、
磐

梯
町
で
震
度
６
強
を
記
録
。
町

内
で
は
多
く
の
建
物
が
倒
壊
し

て
火
災
が
起
き
て
お
り
、
電
気
・

通
信
網
、
水
道
は
寸
断
さ
れ
て

い
る
と
の
想
定
の
も
と
に
６
つ
の

訓
練
現
場
で
各
種
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
職
員
の
非
常
招
集

や
情
報
収
集
伝
達
訓
練
を
は
じ

め
、
県
警
ヘ
リ
に
よ
る
上
空
か
ら

の
被
害
状
況
調
査
、
は
し
ご
車

や
防
災
ヘ
リ
を
活
用
し
た
救
助

訓
練
、
応
急
手
当
、
消
防
署
と

町
消
防
団
が
協
力
し
た
消
火
訓

練
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
町

に
避
難
所
を
設
置
し
た
こ
と
を

踏
ま
え
、
交
通
網
が
寸
断
さ
れ

た
想
定
の
も
と
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
利
用
や
警
察
車
両
の
先
導
に

よ
る
生
活
救
援
物
資
の
運
搬
訓

練
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ど
の
訓
練
に
お
い
て
も
参
加

者
は
、
万
一
の
場
合
に
備
え
て
よ

り
強
固
な
防
災
体
制
を
確
立
し

よ
う
と
真
剣
な
表
情
で
訓
練
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

万
全
の
防
災
体
制
を
！

万
全
の
防
災
体
制
を
！  --

震
度
６
強
地
震
を
想
定
の
も
と
に
有
事
の
際
の
手
順
を
確
認

震
度
６
強
地
震
を
想
定
の
も
と
に
有
事
の
際
の
手
順
を
確
認--

訓練実施内容

１．訓練本部
　実施場所：磐梯第一小学校

　訓練項目：災害対策本部設置・被害情報収集訓練

２．第１訓練現場
　実施場所：磐梯第一小学校

　訓練項目： 通報、伝達、避難、誘導、救急、救助、応急手当、

救護、傷病者救護搬送、トリアージ訓練

３．第２訓練現場
　実施場所：磐梯町役場

　訓練項目：通報、避難、誘導、救急、救助、消火訓練

４．第 3訓練現場
　実施場所：磐梯町民運動場及び磐梯町民体育館前

　訓練内容：生活救援物資搬送訓練

５．第 4訓練現場
　実施場所：磐梯町役場

　訓練内容：障害物除去、救出、救護、車両火災訓練

６．第 5訓練現場
　実施場所：磐梯第一小学校

　訓練内容：電力・電信電話応急復旧、炊き出し、給水訓練

町民の皆さんによる生活救援物資搬入訓練

負傷者の治療にあたる町医療センター医師消火訓練に取り組む町消防団員

訓練本部長（消防団長）から
統監（町長）へ訓練開始を申告

自衛隊の協力のもと町赤十字奉仕団や
婦人消防隊の皆さんが炊き出しを実施

県防災ヘリによる救助訓練重装備で救助にあたる広域消防署員レスキュー隊による
役場屋上からの救助訓練
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9
月
4
日
（
日
）、
第
46
回

町
民
体
育
祭
が
町
民
運
動
場
を

会
場
に
、
24
行
政
区
か
ら
約

１
２
０
０
名
の
参
加
の
も
と
、

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
打
ち
上
げ
花
火

を
合
図
に
国
旗
・
町
旗
を
先
頭

に
行
政
区
ご
と
に
ハ
ツ
ラ
ツ
と

入
場
。
磐
梯
幼
稚
園
の

 

く
ん
・

ち
ゃ

ん
2
名
が
「
こ
れ
か
ら
第
46
回

町
民
体
育
祭
を
は
じ
め
ま
す
」

と
元
気
に
開
会
の
言
葉
を
述
べ

る
と
、
大
会
長
の
町
長
が
「
台

風
の
心
配
も
あ
っ
た
が
、
秋
の

運
動
会
に
ふ
さ
わ
し
い
日
に

な
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

名
誉
に
か
け
て
頑
張
っ
て
い
た

だ
く
と
と
も
に
町
民
皆
さ
ん
の

交
流
の
輪
を
広
げ
て
く
だ
さ

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

優
勝
杯
返
還
、
町
議
会
議
長

の
来
賓
祝
辞
に
続
き
、
昨
年
優

勝
の
赤
枝
チ
ー
ム
を
代
表
し
て

 

く
ん
が
「
地
震
や

風
評
被
害
に
負
け
ず
、
外
で
運

動
で
き
る
喜
び
を
か
み
し
め
、

正
々
堂
々
と
戦
う
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
選
手
宣
誓
を
行
い
、

Ａ
Ｌ
Ｔ
（
語
学
指
導
助
手
）
の

さ
ん
、

さ
ん

両
名
に
よ
る「
ガ
ン
バ
ン
ベ
ー
」

の
言
葉
に
よ
り
競
技
開
始
が
宣

言
さ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
は
、
開
催
回
数
と
同
じ

46
個
ち
ょ
う
ど
の
玉
入
れ
を
目

指
す
『
目
指
せ
ピ
タ
リ
賞
！
玉

入
れ
』
や
、
25
㎏
の
俵
を
担
い

で
リ
レ
ー
す
る
『
今
年
は
豊
年

だ
！
』
な
ど
の
6
つ
の
団
体
競

技
と
、
小
学
校
入
学
前
の
子
供

た
ち
が
参
加
す
る『
宝
ひ
ろ
い
』

や
、
○
×
ク
イ
ズ
で
勝
敗
を
決

め
る
『
熱
い
ぜ
磐
梯
！
ウ
ル
ト

ラ
ク
イ
ズ
』
な
ど
の
5
つ
の
個

人
競
技
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は

さ
わ
や
か
な
秋
の
空
気
の
中
、

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
成
績
結
果
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。

総
合

　

優
勝 

赤
枝 

34
点

　

準
優
勝 

大
寺
二
区 

29
点

　

第
３
位 

落
合 

26
点

飛
賞

　

５
位 

大
寺
一
区

 

10
位 

塩
ノ
原

 

15
位 

更
科
団
地

 

20
位 

大
寺
四
区

継
走

　

優
勝 

こ
ぶ
し
ヶ
丘

　

準
優
勝 

大
寺
一
区

　

第
３
位 

本
寺

目
指
せ
ピ
タ
リ
賞
！
玉
入
れ

（
玉
入
れ
46
個
ピ
タ
リ
賞
）

　

大
曲 

46
個

　

布
藤 

46
個

第第
4646
回
町
民
体
育
祭

回
町
民
体
育
祭  --

赤
枝
地
区
が
総
合
優
勝

赤
枝
地
区
が
総
合
優
勝
33
連
覇
連
覇--

敬
老
会

敬
老
会  --

ご
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す

ご
長
寿
を
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す--

　

9
月
10
日
（
土
）、
町
民
体

育
館
に
お
い
て
敬
老
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
式
で
は
、
町
長

が
「
皆
様
の
お
元
気
な
姿
を
拝

見
し
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
と

と
も
に
心
か
ら
ご
長
寿
を
お
祝

い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
を
述
べ
、
敬
老
祝
金
や
米
寿

の
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

敬
老
会
に
は
、
東
日
本
大
震

災
で
磐
梯
町
に
避
難
し
て
い
る

南
相
馬
市
や
浪
江
町
の
方
を
含

め
た
５
０
２
名
の
方
々
が
出
席

し
、
80
歳
以
上
の
４
７
６
名
の

方
に
敬
老
祝
金
が
、
88
歳
を
迎

え
る
24
名
の
方
に
米
寿
の
お
祝

い
の
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
金
婚
夫
妻
表
彰
と

し
て
11
組
の
夫
婦
が
表
彰
を
受

け
、
福
島
民
報
社 

馬
場 

憲
明 

企
画
推
進
部
長
か
ら
表
彰
状
と

記
念
品
の
『
お
し
ど
り
金
メ
ダ

ル
』
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
演
芸
会
が

催
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
会
や

幼
稚
園
、
第
一
・
第
二
小
学
校

の
皆
さ
ん
に
よ
る
華
麗
な
踊
り

や
か
わ
い
ら
し
い
遊
技
、
更
に

は
、
民
謡
保
存
会
や
磐
梯
明
神

太
鼓
の
皆
さ
ん
に
よ
る
素
晴
ら

し
い
歌
声
や
演
奏
な
ど
も
披
露

さ
れ
、
出
席
者
全
員
が
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

総合優勝の赤枝地区へトロフィーを授与

地区の名誉をかけて力走！（競技種目：今年は豊年だ！）

米寿を祝い記念品を贈呈

金婚夫婦表彰

演芸会「ちびまる子音頭」（幼稚園） 演芸会「夫婦一生」（スポーツ民踊会）

敬老祝金の贈呈
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交流館建設工事安全祈願祭
9月7日（水）、町内大字磐梯字山道地内に建

築が計画されている磐梯町交流館の安全祈願祭

が現地にて行われ、工事関係者など約 20名が出

席し、関係者が玉ぐしをおさめるなどして工事の

安全を祈願しました。

交流館は、世代や地域を超えた交流の拠点と

することを目的とした、延べ床面積 523㎡の RC造

（鉄筋コンクリート造）一部木造平屋建の施設で、

まちづくり交付金事業（現  社会資本整備総合交

付金）を活用して来年 3月の完成を目指します。工事の安全を祈願して鍬入れ

一小が学校給食優良団体表彰受賞
9 月 22日（木）、平成 23 年度学校給食優良

団体表彰式が福島市で開催され、磐梯第一小学

校が優良団体として表彰を受けました。

第一小学校は、一緒に調理する幼稚園や第二

小学校、中学校からのリクエスト献立を充実させ、

地域や全国の郷土料理、調理員を招待した交流

給食など、積極的な食育に取り組んできました。

　また、発達段階に応じて栄養バランスに配慮し

た献立づくりや、調理員の衛生研修会・各種検査

などにより事故防止にも努めてきました。

そうしたこれまでの姿勢が高く評価され、今回

の表彰につながりました。

さん
100歳おめでとうございます

９月９日（金）、１００歳を迎えられた

さん（大寺六区）に賀寿が贈られました。

贈呈式は、町内の介護老人保健施設「りんどう」

で行われ、町長から賀寿と祝金、  県会津保

健福祉事務所長から県知事賀寿と木杯、  町

老人クラブ連合会会長から賀寿と記念品がそれぞ

れ贈られました。

松浦さんの長寿の秘訣は、ゲートボールやス

ポーツ民踊など多趣味に生活することだそうです。

また、９月21日（水）には、 さんを含め

今年度に満 100 歳を迎える さん（大寺

三区)、 さん（本寺)、 さん（本寺)

の４名に内閣総理大臣からの祝状及び記念品が

贈られました。賀寿と祝金を手にする  さん

山神社祭礼
9月18日（日）、山神社
祭礼が行われ、大寺・本
寺地区の方々を中心に大
勢の人々が集いました。
当日は、台風の影響で
心配された天候も素晴らし
い晴天となり、諏訪山団地
（大寺六区）に集合した大
寺一区から本寺地区の趣向
を凝らした7つの創作山車

は、打ち上げ花火の合図とともに大寺三区を先頭に縦列を組んで出
発。大寺・本寺地区を祭囃子や音楽に合わせて威勢よく練り歩きま
した。
沿道にはたくさんの見物人が詰めかけ、各地区の創意と工夫溢れ

る山車や踊りを鑑賞し、山車の引手やお囃子の皆さんに温かい声援
をおくりました。

趣向凝らした各地区の山車

ご寄附ありがとうございます
9 月 22 日（木）、     

. さん（妙法原）から町
の福祉向上のために役立て
ていただきたいと50,000
円のご寄附をいただきまし
た。
ご寄附の趣旨に沿って有
意義に活用させていただき
ます。ありがとうございま
した。役場を訪れた薄井 正弘さん（左）

市町村野球 強豪塙町を相手に接戦の健闘
9月18日（日）、真夏を
思わせる日差しと暑さの中、
県営あづま球場（福島市）
において、塙町チームを相
手に市町村対抗福島県軟
式野球大会の第1回戦が
行われました。
早朝練習や練習試合など

を重ねて挑んだ戦いは、相
手の先制を受けるも、4回に

逆転。再度の逆転を塙町に許すが、7回に同点に追いつくなど、磐
梯町チーム持ち前の粘り強さを見せました。
結果、大熱戦の末に7対 8で惜しくも敗れましたが、強豪塙町相

手の戦いは、大変立派なものでした。
参加された選手や役員の皆さん、大変お疲れ様でした。そして、

町民皆さんの温かい応援ありがとうございました。

果敢に攻める磐梯町チーム

（156）

なぜ　湯 殿 山 26
　前回まで湯殿山に人々は、なぜ行
くのかを知るために、湯殿山永代日
参講発起の旨趣を紹介し、その旨趣
を各村の人達がどのように反応して
いるのかについて代参講中の願の例
を見てきた。
　いずれも湯殿山の魅力について
は、旨趣にも書いてあるように、「湯
殿山大権現」について大日如来の尊
体である。東奥奇異の異口であると
認めている。一度歩を運ぶ輩は、ど
こまでさかのぼっても始めのない罪
障の毒を逃れることができる。
　また、二世の諸願は成就しない
ということはない。といわれている。
だから願望成就しようとすることを願
う。具体的に御家内安全、御子孫繁
昌、五穀成就を御祈祷を御宝前にて
勤める者である。
　このような話を誰がしたのか。そ
れは各村の修験者である。山都のあ
る部落は、「上林院」である。
　磐梯町の竜宝寺には、湯殿山の永
代日参講の発起の旨趣は残っていな
いが、湯殿山講の記事は残っている。
そうすると、このような文書は必ず届
いているはずである。
　磐梯町には、後でも記すが湯殿山
講は各村にあったのである。文書が
いつの時からか紛失したのである。

（文・写真　國分）

湯
殿
山　

上
西
連
地
区　

百
人
講
中

　
　

建
設
年
月
日
不
明
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平成22年度決算状況について平成22年度決算状況について
~未来に向けてのまちづくり～~未来に向けてのまちづくり～

　平成 22 年度決算は、一般会計が歳入総額 37
億 9,304 万 9 千円、歳出総額が 36 億 904 万 2
千円となりました。歳入歳出差引額は 1億 8,400
万 7千円で、繰越事業の財源となる4,580 万円を
除く1億 3,820 万 7千円を平成 23年度へ繰り越
します。対前年度で比較した場合、歳入で△9.1％、
歳出で△ 10.3％の減となりました。
　歳入においては、個人町民税が減少したもの
の町内事業所の業績が若干持ち直し法人町民税
が増となったことから地方税が 2,368 万 9 千円増
（3.5％）、税収の安定に伴い地方交付税が復活し
3億 3,760 万円増（32.1%）、まちづくり交付金事
業や史跡整備事業等の普通建設事業費の大幅な
減少並びに東日本大震災の影響による繰越事業の
増加に伴い国庫支出金が 2億 7,589 万円減（△
55.4%）、地方債が 5,451 万 9千円減（△ 7.2%）、
小規模介護施設等緊急整備等臨時特例基金事業
並びにふるさと雇用再生特別基金事業により県支
出金が8,986万6千円増（55.2%）となっています。
　歳出においては、防災行政情報システム（テレ
ビ電話）整備費により総務費が 1億 1,278 万 4
千円増（17.0％）、子ども手当や小規模介護施設
等緊急整備等臨時特例基金事業により民生費が 1
億 4,314 万 8 千円増（39.3%）、ふるさと雇用再

生特別基金事業により商工費が 1,064 万 1千円増
（28.8％）、まちづくり交付金事業費や若者等定住
住宅建設事業費の減、並びに東日本大震災の影響
による繰越事業の増加により土木費が 6億 2,782
万 3千円減（△ 56.6%）、東日本大震災関連経費
で消防費が 2,183 万 2千円増（19.0％）、史跡整
備事業費の減により教育費が 1億 4,218 万 1 千
円減（△ 34.5%）となっています。
　平成 22 年度は、防災行政情報システム整備
事業やまちづくり交付金事業をはじめ、住民福祉
の充実や生活環境基盤の整備、農業基盤の充実、
教育の振興、防災体制の強化など多くの施策が展
開されてきたところです。
　磐梯町の財政は、各種事業で整備した施設の維
持管理経費や借金の償還などの経常的な支出が増
加し、町の貯金である基金を取崩しながら財政運
営を行っている厳しい状況でありますが、各種事
業を実施するために借り入れる町の借金（起債）
には、償還金の一部が将来普通地方交付税で戻っ
てくる有利な起債を充て、無駄な歳出を排除し、
剰余金等を計画的に基金へ積み立てるなど、健全
で安定した財政運営に向けた努力を行っています。

一般会計歳出
区分 決算額 構成比（％）

議会費 48,574 1.3
総務費 775,517 21.5
民生費 507,765 14.1
衛生費 113,787 3.2
農林水産業費 201,937 5.6
商工費 47,587 1.3
土木費 480,635 13.3
消防費 136,816 3.8
教育費 270,056 7.5
災害復旧費 4,789 0.1
公債費 545,556 15.1
諸支出金 476,023 13.2
合計 3,609,042 100.00
一般会計の実質収支

区分 金額
1. 歳入総額 3,793,049
2. 歳出総額 3,609,042
3. 歳入歳出差引額 184,007

4. 翌年度へ繰り
越すべき財源

(1) 継続費逓次繰越額 0
(2) 繰越明許費繰越額 45,800
(3) 事故繰越額 0
計 45,800

5. 実質収支額 138,207

一般会計歳入
区分 決算額 構成比（％）

町税 709,618 18.7
地方譲与税 28,319 0.8
利子割交付金 1,302 0.0
配当割交付金 444 0.0
株式等譲渡所得割交付金 124 0.0
地方消費税交付金 40,484 1.1
ゴルフ場利用税交付金 5,848 0.2
自動車取得税交付金 5,359 0.1
地方特例交付金 7,578 0.2
地方交付税 1,388,024 36.6
交通安全対策特別交付金 749 0.0
分担金及び負担金 11,539 0.3
使用料及び手数料 37,470 1.0
国庫支出金 221,685 5.9
県支出金 252,731 6.7
財産収入 9,090 0.2
寄附金 3,322 0.1
繰入金 194,803 5.1
繰越金 148,009 3.9
諸収入 27,854 0.7
町債 698,697 18.4
合計 3,793,049 100.00

( 千円） ( 千円）

( 千円）

平成22年度決算の概要平成22年度決算の概要

( 千円）( 千円）

町民一世帯・一人あたりにすると町民一世帯・一人あたりにすると

特別会計の決算
会計名 歳入決算

総額
歳出決算
総額

差引残
総額

国民健康保険特別会計 464,902 389,722 75,180
老人保健特別会計 27 27 0
後期高齢者医療特別会計 41,851 41,850 1
介護保険特別会計 399,141 383,834 15,307
簡易水道特別会計 11,691 11,691 0
墓地公園事業特別会計 483 255 228
公団分収造林特別会計 24 0 24
農業集落排水事業特別会計 88,099 88,099 0
林業集落排水事業特別会計 14,276 14,276 0
公共下水道特別会計 179,840 179,840 0
個別生活排水事業特別会計 3,925 3,925 0
七ツ森地区下水道事業特別会計 4,949 4,949 0

( 千円）平成22年度末一般会計町債借入先現在高調書

借入先
平成21年度
末現在高
(ｱ)

平成22年度
借入額
(ｲ)

平成22年度
元金償還額
(ｳ)

平成22年度
末現在高
(ｱ)+(ｲ)-(ｳ)

政府資金 3,258,352 550,160 370,035 3,438,477

内
訳

財政融資
資金 1,539,659 550,160 58,634 2,031,185

郵貯・簡保
資金 1,718,693 0 311,401 1,407,292

地方公共団体
金融機構 508,563 135,537 22,311 621,789

銀行等金融機
関 539,559 13,000 89,578 462,981

その他 77,778 0 6,115 71,663

合計 4,384,252 698,697 488,039 4,594,910

一般会計の主なる支出

項目 金　額

公債費（町債償還金） 545,556

基金費（基金積立金） 476,023

情報通信施設費
（テレビ電話整備） 257,467

まちづくり交付金事業費 180,766

道路維持費
（町道維持補修・除雪等） 117,793

電子計算費
（電算管理・光ファイバー網保守等） 82,237

広域消防費
（広域消防負担金） 76,401

中山間地域直接支払交付事業費 68,980

児童手当・子ども手当費 62,373

商工振興費 38,990

農業振興費 38,407

心身障害福祉費 37,886

塵芥し尿処理費 37,780

住宅建設費
（若者等定住住宅） 32,450

史跡整備事業費
（史跡整備等） 29,395

道路新設改良費
（町道長峯前線） 26,002

予防費
（健診・予防接種等） 25,323

道の駅整備・管理費 23,103

町内生活福祉バス運行事業 21,984

非常備消防費
（消防団等） 20,589

災害対策費
（東日本大震災関係） 19,111

消防施設費（消防団機械器具整備） 11,002

語学指導外国青年招致事業 10,492

　平成 22年度分の一般会計決算を町民一人あたり・一世帯あたりでみると次のようになります。

項目 一人当たり （前年度比較） 一世帯あたり （前年度比較）

固定資産税 106,835 (771) 340,882 (1,670)

個人町民税 32,798 ( △ 6,897) 104,650 ( △ 22,301)

軽自動車税 2,042 (56) 6,517 (164)

町債残高（借金） 1,189,159 (61,812) 3,794,311 (188,841)
基金現在高（貯金）
※ 特別会計基金を除く 352,776 (78,625) 1,125,620 (248,832)

（円）

○収益的収入及び支出(千円)
 収入  水道事業収益 118,353
 支出  水道事業費用 97,473
○資本的収入及び支出(千円)
 収入  資本的収入 2,140
 支出  資本的支出 47,955

水道事業会計決算
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　実質赤字比率　
　標準財政規模に対する、一般会計等（一般会計及び普通会計に相当する特別会計）の歳入総額か
ら歳出総額を差し引いた額の割合です。一般会計等が黒字か赤字かを判断する指標です。

　連結実質赤字比率　
　標準財政規模に対する、全ての会計の赤字額から黒字額を引いた額（連結実質赤字額）の割合です。
全ての会計の合計が黒字か赤字かを判断する指標です。

　実質公債費比率　
　標準財政規模に対する、一般会計等が負担する元利償還金及び準元利償還金の割合です。数値は3
年間の平均を使います。一般会計等の標準的な年間収入のうち、どのくらい借金の返済にあてている
かを示す指標です。

　将来負担比率　
　標準財政規模に対する、一般会計等の将来負担額の割合です。一般会計等が将来的に負担すべき負
債が、一般会計等の標準的な年間収入の何年分なのかを示す指標です。 １　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 3条第 1項に定める健全化判断比率

項目
本町の数値 法に定める基準

平成 22年度 平成 21年度 早期健全化基準 財政再生基準
実質赤字比率 － － 15.00 20.00 
連結実質赤字比率 － － 20.00 35.00 
実質公債費比率 4.9 4.8 25.0 35.0 
将来負担比率 69.6 114.1 350.0 
備考　 実質赤字比率及び連結実質赤字比率については、実質赤字額及び連結実質赤字額がない

ため、「－」と表示しました。

２　地方公共団体の財政の健全化に関する法律第 22条第 2項に定める資金不足比率

特別会計の名称
資金不足比率

経営健全化基準
平成 22年度 平成 21年度

簡易水道特別会計 － － 20.0 
農業集落排水事業特別会計 － － 20.0 
林業集落排水事業特別会計 － － 20.0 
公共下水道特別会計 － － 20.0 
個別生活排水事業特別会計 － － 20.0 
備考　資金不足比率については、資金不足額がないため、「－」と表示しました。

（％）

健全化判断比率・資金不足比率について健全化判断比率・資金不足比率について

町の財産について町の財産について

平成22年度決算に基づく磐梯町の実質赤字比率 赤字なし ※参考　黒字比率6.43％
　一般会計等における実質収支は黒字となっています。歳入においては、昨年度比で、個人町民税が
減少したものの町内事業所の業績が若干持ち直し法人町民税が増となったことから地方税が23,689
千円増、税収減に伴う普通地方交付税の復活により地方交付税が337,600千円増加しました。平成18
～ 20年度の一時的な法人町民税の増加による普通交付税の減少もようやく平衡化が取れ、収入は安
定しましたが、今後、近年の普通建設事業に投入した地方債の償還開始による公債費及び新規整備施
設の維持管理費が増加することから、赤字に転落することがないよう、健全なる財政運営に努める必
要があります。

平成22年度決算に基づく磐梯町の将来負担比率 69.6%
　将来負担比率は69.6％（前年度比△44.5％）と早期健全化基準内の数値を示していますが、将来負
担額に対して充当可能財源が84.4％あり、その中でも基準財政需要額算入見込額がそのほとんどを占
めていることから、磐梯町の将来負担は普通交付税によって補てんされるとも言えますが、これはそ
れだけ多くの地方債を借り入れているということであり、また交付税の将来推移も不透明な中で、こ
の将来負担比率は決して楽観できるものではありません。今後も、地方債、債務負担行為など、将来
負担の要因となるべき要素は極力増大させないよう、計画的な財政運営を行わなければなりません。
　将来負担比率が減少した大きな要因は、会津若松地方広域市町村圏整備組合の布藤地区最終処分場
に係る地方債残高の減少によるもので、この地方債は比率を算出するため理論的に磐梯町の将来負担
額に算入しているものであり、町の直接的な負担ではありません。なお、町の直接的な負担である地
方債の残高は昨年比で3億2,887万5千円（10.0%）増加しています。

平成22年度決算に基づく磐梯町の連結実質赤字比率 赤字なし ※参考　黒字比率10.63％
　連結実質赤字比率についても黒字であり、一般会計等以外の会計でも赤字はありません。しかし、
事業会計、公営企業会計とも、独立した会計の中で財政運営ができるよう、受益者負担の適正な見直
しを図るなど、計画的な財政運営を行わなければなりません。

平成22年度決算に基づく磐梯町の実質公債費比率 4.9%
　実質公債費比率3ヵ年平均は4.9％（前年度比+0.1％）、単年度は4.50％（△0.39％）となりました。
単年度実質公債費比率が減少した要因は以下の通りです。
【分子の減少】近年の普通建設事業に投入した地方債の償還開始により元利償還金が増となった一方、
準元利償還金に算入される債務負担行為が期間終了により減少、地方債残高が増加したことにより控除と
なる基準財政需要額算入額も増加したことにより、昨年比で4,842千円減少しました。
【分母の増加】法人町民税の減により標準税収入額は減少しましたが、普通交付税の復活と臨時財政対
策債の伸びにより、昨年比で30,590千円増加しました。
　将来推移としては、分子となる元利償還金の額が近年の普通建設事業に投入した地方債の償還開始に
より増加することから、実質公債費比率は徐々に上昇すると見込まれます。このため、財政規模にあった
公債管理を図るべく、事業計画を見直し新規借入の抑制を図る必要があります。

土地
本庁舎  11,672㎡

その他の行政機関 警察、消防施設 1,597㎡

 その他の施設 27,198㎡

公共用財産 学校 73,362㎡

 公営住宅 35,595㎡

 公園 128,028㎡

 その他の施設 388,067㎡

山林  491,444㎡

その他  1,278,386㎡

計  2,435,349㎡

建物
木造  6,360㎡

非木造  32,092㎡

計  38,452㎡

磐梯温泉保養センター（持分１５分の５） 4,260㎡

証券
株券出資金 87,434 千円

基金等 1,453,096 千円

乗用車  25台

ワゴン車  4台

トラック  6台

道路パトロール車  2台

給食運搬車  1台

太鼓運搬車  1台

除雪車  15台

消防指令車  1台

消防自動車  2台

小型動力ポンプ積載車  12台

リフト付バス  2台

バイク  1台

車輌
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まちの財政状況　　を公表しますまちの財政状況　　を公表します
平成23年9月末現在平成23年9月末現在

一般会計歳出
区分 当初予算額 補　正　額 現計予算額

議会費 66,857 229 67,086
総務費 501,187 96,951 598,138
民生費 465,670 7,151 472,821
衛生費 212,052 16,905 228,957
農林水産業費 265,695 29,998 295,693
商工費 46,507 10,405 56,912
土木費 364,312 103,288 467,600
消防費 214,418 23,621 238,039
教育費 314,522 5,291 319,813
災害復旧費 15 2,375 2,390
公債費 547,952 △ 1,831 546,121
諸支出金 22,005 61,128 83,133
予備費 6,000 42,436 48,436
合計 3,027,192 397,947 3,425,139

特別会計
会計名 当初予算額 補正額 現計予算額 補正の主な内容

国民健康保険特別会計 452,673 19,278 471,951 保険税、保険給付費
後期高齢者医療特別会計 43,583 △ 2,418 41,165 保険料、納付金、特定健康診査事業費
介護保険特別会計 419,760 27,346 447,106 繰越金、繰出金、保険給付費
簡易水道特別会計 12,785 2,600 15,385 維持管理費
墓地公園事業特別会計 657 228 885 繰越金、繰出金
公団分収造林特別会計 24 0 24
農業集落排水事業特別会計 30,977 5,020 35,997 施設管理費
林業集落排水事業特別会計 13,656 3,563 17,219 施設管理費
公共下水道特別会計 126,123 △ 4,794 121,329 施設管理費
個別生活排水事業特別会計 6,016 0 6,016
七ツ森地区下水道事業特別会計 8,092 233 8,325 施設管理費

一般会計歳入
区分 当初予算額 補正額 現計予算額

町税 570,896 △ 38,300 532,596
地方譲与税 26,900 0 26,900
利子割交付金 1,200 0 1,200
配当割交付金 300 0 300
株式等譲渡所得割交付金 100 0 100
地方消費税交付金 34,000 0 34,000
ゴルフ場利用税交付金 5,700 0 5,700
自動車取得税交付金 4,500 0 4,500
地方特例交付金 7,200 △ 1,569 5,631
地方交付税 1,240,000 98,606 1,338,606
交通安全対策特別交付金 720 0 720
分担金及び負担金 10,898 0 10,898
使用料及び手数料 37,776 0 37,776
国庫支出金 170,462 33,500 203,962
県支出金 173,011 43,630 216,641
財産収入 9,581 0 9,581
寄附金 504 4,199 4,703
繰入金 66,386 93,476 159,862
繰越金 50,000 88,207 138,207
諸収入 25,658 1,345 27,003
町債 591,400 74,853 666,253
合計 3,027,192 397,947 3,425,139

( 千円）

( 千円）

歳
入

普通地方交付税 98,606
前年度繰越金 88,207
財政調整基金繰入金 51,000
防災行政情報システム事業債（テレビ電話） 40,100
社会資本整備総合交付金（定住住宅） 33,500
公営住宅建設事業債（定住住宅） 31,300
介護保険特別会計繰入金 27,898
消防費県委託金（東日本大震災関連） 20,000
土地開発基金繰入金 14,350
線量計等緊急整備支援事業県補助金 14,028
個人町民税 12,700
農業基盤整備事業債（パイプハウス） 9,000
災害対策費寄附金 3,030
固定資産税 △ 51,000

( 千円）

( 千円）

　平成 23 年度上半期（平成 23 年 9月末）の
補正額及び補正内容について公表いたします。
　上半期における全会計の補正額及び補正内容
は左記の表のとおりとなります。
　一般会計の歳入では、額の確定や追加事業の
財源となる補助金や起債の補正を行っています。
主な内容としては、税収の低迷に伴う普通地方交
付税の復活により地方交付税が増、景気の後退
と東日本大震災の影響により税収が減、追加事
業に充てる財源として基金繰入金や国県補助金・
町債が増となっています。
　歳出では事業の追加や災害対策経費、積立金
の補正を行っています。主な内容としては、定住

収益的収入及び支出の予定
　上半期における収益的収入の総額は、1億
1,579万円であり、このうち営業収益が1億1,565
万4千円、営業外収益が13万6千円となっていま
す。営業収益の中では給水収益が主な内容となっ
ています。
　一方、支出においては、総額で9,315万5千円
であり、その内容は営業費用9,013万2千円、営
業外費用122万3千円、特別損失30万円、予備
費150万円となっております。

住宅建設事業費、財政調整基金積立金、企業誘
致支援事業費、防災行政情報システム整備事業
費（テレビ電話）、東日本大震災関連経費（避難
所運営・施設復旧等）、原子力災害対策経費（農
産物検査・風評被害対策等）などとなっています。
　町が取り組む事業には、国県補助金や将来普
通地方交付税で措置される有利な起債を充て、
できるだけ一般財源を投入しないようにする一
方、増となった普通地方交付税や決算剰余金に
ついては将来に向け安定した財政運営を行うた
め、町の貯金である基金に積立を行っています。
　特別会計では、主に決算に伴う補正と災害関
連経費の追加を行っております。

資本的収入及び支出の予定
　資本的収入はありません。資本的支出の総額

は 119 万円であり、内容は建設改良費 8万 4

千円、企業債償還金 110 万 6 千円となってい

ます。

　資本的収入額が資本的支出額に対し不足す

る分は、過年度損益留保資金を 118 万 6千円、

当年度消費税資本的収支調整額 4千円で補てん

しています。

平成23年度上半期財政状況について平成23年度上半期財政状況について

水道事業会計予算の状況水道事業会計予算の状況
平成23年度上半期平成23年度上半期

歳
出

定住住宅建設事業 92,409
財政調整基金積立金 59,999
企業誘致支援事業 50,331
防災行政情報システム整備事業（テレビ電話） 40,125
東日本大震災関連経費（避難所運営・施設復旧等） 32,457
原子力災害対策経費（農産物検査・風評被害対策等） 20,112
線量計等緊急整備事業 14,081
パイプハウス等園芸施設管理運営事業 9,000
新潟・福島豪雨関連経費（災害復旧） 3,444

( 千円）一般会計補正予算の主な内容
更新配備された最新の医療機器
（磐梯町医療センター）
　ゼネラル・エレクトリック社製の最新型全身
用コンピュータ断層撮影装置（BrightSpeed Elite 
SD）。
　最新の技術で受診される方の負担を大幅に軽減
することはもちろん、１回の撮影で複数の断層画
像を得ることができ、それをもとに撮影部位の精
緻な3次元画像を作り出すことができます。
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「第11回磐梯町国際教育交流派遣事業」
カナダ訪問記　Vol.1

「人と人とのつながり」
磐梯中学校長 　

　帰国する飛行機の中でふと横を見ると、英会話の本を

黙 と々読んでいる１年生男子の姿がありました。このホー
ムステイは大成功だったと実感した瞬間でした。
  この夏、カナダのオリバーを中心に、ペンティクトン、オ
ソイーズ、そしてバンクーバーでの約１週間の活動（交
流）を経て、子ども達は一段と成長しました。
  １つ目として、片言の英語でも相手に自分の意志を伝
え、その応えを必死に聞こうと努力していたことです。そ
れは、オリバーや他の地域の方々に心温かい歓迎を受
け、大好きになった人 と々なんとか会話をしたい、という
思いが大きなきっかけです。改めて英語力の必要性を強

く感じ、今も一生懸命勉強しています。
　２つ目としては、カナダの大自然や生活様式、各種の産業や交通、文化・歴史に触れた驚きや喜びを感じ
るとともに、日本のよさも感じることができたことです。世界で活躍したいとの声も聞かれ、英語教育の重要性
とともに、日本の社会や文化などを誇りを持って語れるようにしていく必要性を感じました。
  最後に私自身、国際的な視野を持つことと、日本内外関係なくコミュニケーション活動や言語活動の重要性
を改めて感じました。
  これらは、単なる観光ではない、長年継続してきた国際教育交流事業（人とのつながり）の成果であります。
未来を担う子ども達のために今後もぜひ継続していただきたいと切に願います。
　最後に、このような貴重な機会を与えていただいた町及び町国際交流協会、町教育委員会の皆様に衷心よ
り感謝申し上げます。

ペンティクトン飛行場での熱烈大歓迎 !!

「目から鱗」の国際教育交流！！
磐梯中学校２年　

　「thank  you」とお礼を言うと、「your  welcome」

という返事が返ってきます。日本だと「ありがとう」と言っ
ても「どういたしまして」と応えてくれることが少ないから、
このやりとりはお互いに嬉しい気持ちになって、とてもよ
いことだと思いました。カナダで学んだことは色々ありま
すが、こういう自然な気持ちのやりとりができるという文
化がとても印象的でした。また、オリバー市は砂漠地帯
なのでとても暑かったのですが、ジメジメしていないので
住みやすい所だと思いました。
　それに、アイスやジュースなどがとても大きくて、4.5
ドルのアイスはダブルサイズで、それだけでお腹がいっ

ぱいになってしまうほどでした。僕たちがお世話になった さんは料理も上手で手際もよかったので、僕もこ
のように早くておいしい料理を作れるようになりたいと思いました。
　それから、この国際交流を通して自分の英語の未熟さを知ったことは当然ですが、「もっと勉強したい」とい
う意欲も高まりました。
　最後になりましたが、このような素晴らしい体験をさせてくださった方々に感謝します。ありがとうございました。

初めてのビリヤード

「自立」の道に一歩踏み出せた国際交流
磐梯中学校１年　

　正直、ここまで自分の英語が通じないと思っていなかったので、改

めて英語の勉強をしようという気持ちが強まった国際交流でした。
　僕はこれからもっと英語の勉強をして、次にカナダに来た時にはすら
すらと話せるようにしたいと思っています。
　今回のホームステイでお世話になった さんの家では奥さんがし
ばらく不在だということで食事は大丈夫なのかと心配していたのです
が、とてもおいしくて驚きました。また、ビリヤードで遊んだことやペン
ティクトンで観光したこと、現地の子どもたちと交流したことなど、一生
忘れられない思い出がたくさんできました。
　現地に行って実際に触れてみないとわからないこともたくさんありま
したし、家にいたらやらないようなこと…自分の荷物は自分で管理する
ことなど…についても、しっかり自分でやろうと思ったし、実際にきちん
とできたと思います。親元を離れて言葉もあまり通じないところに行っ
たら、自分自身をしっかりさせることが大事だということも体験でき、素
晴らしい1週間でした。ありがとうございました。雄太＆ボブ

感謝でいっぱいの国際教育交流！
磐梯中学校１年　

　「英語をもっとしっかり勉強して、英語をもっとすらすら
しゃべれるようになったら、いつか さんに会いに行き
たい。」というのが今回のホームステイに参加しての感想
です。
　ボブさんに丁寧に教えていただいたおかげでアイスス
ケートもできるようになりました。 さんが一生懸命に
僕の話を聞いてくださろうとしたことで、がんばって自分
でも英語で話してみようという気になったし、もっと勉強
をしたいという意欲も高まりました。
　それから、オリバーでは水道水をそのままでは飲めな
いという体験をして初めて、「日本は恵まれている」とい
うことを知りました。そして、砂漠地帯で暑いオリバー市も、

湿度が低いので磐梯町よりも過ごしやすい気候だということも知りました。これらのことは実際にその場所に行っ
て体験してみないとわからないことです。
　今回はカナダに行けて本当によかったと感謝しています。これからもしっかり勉強をして、皆さんに「行かせ
てよかった。」と思っていただけるようにがんばります。このような素晴らしい機会を作ってくださった磐梯町の
皆さん、本当にありがとうございました。

朝ご飯をみんなで囲んで

　8月４日から 8月 10 日の日程で、磐梯町国際教育交流事業（派遣事業）として 箭内 仁史 磐梯中学校
長を団長とする 12名がカナダ国オリバー市を訪問しました。
　現地では、多くのことを体験し、カナダの自然や文化などについて学び、人々と交流を深めてきました。
そうした貴重な体験について今月号から報告していきます。
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〔
防
災
意
識
を
高
め
よ
う
〕

　

９
月
14
日
（
水
）、
磐
梯
大

学
で
は
、「
高
齢
者
と
地
域
防

災
２
」
を
テ
ー
マ
に
講
話
や
実

技
講
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
が
倒
れ
て
い
た
ら
…
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
意
識
の
確
認
や

心
肺
蘇
生
法
の
行
い
方
な
ど
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教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、水
消
火
器
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使
っ
て
、

風
船
を
火
に
見
立
て
て
の
消
火

訓
練
を
全
員
で
行
い
ま
し
た
。。
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お
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き
め
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片
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魔
法
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い
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ひ
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本
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９
月
25
日
（
日
）、ば
ん
だ
い
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子
ク
ラ
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は
、
５
月
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植
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し
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榮
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酒
造
の
酒
米
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作
っ
て
い
る
田
ん
ぼ
で
稲
刈
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体
験
を
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し
た
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大
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９
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木
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カ
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湊
公
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先
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師
に
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え
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ワ
イ
ン
ボ
ト
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カ
バ
ー
」
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作
成
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ま
し
た
。

　

ち
り
め
ん
や
花
柄
の
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使
っ
て
作
る
、
着
物
の
よ
う
な

と
て
も
奇
麗
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ボ
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襟
元
の
合
わ
せ
方
が
少
し
難

し
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
生
に

教
え
て
い
た
だ
き
な
が
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順
調
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作
業
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め
る
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で
き

て
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参
加
者
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次
回
の
女
性
カ
レ
ッ
ジ
は
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月
16
日
に
館
外
研
修
で
那
須
方

面
に
行
く
予
定
で
す
。

＜ 11月の予定＞
 2 日～ 4日  町文化祭
 3 日 ( 木 ) まちづくり講演会
 3 日 ( 木 ) マラソンソフトボール大会
 12 日 ( 土 ) ばんだいっ子クラブ レッツクッキング
 16 日 ( 水 ) 中学生そば打ち体験教室
 20 日 ( 日 ) 第 23 回ふくしま駅伝大会
 24 日 ( 木 ) 磐梯大学特別講座
毎週木曜日 英会話教室

　

９
月
ま
で
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さ
は
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心
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◆
問
い
合
わ
せ
先　

　

磐
梯
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
４
２
‐
７
３
‐
３
５
３
０

介護保険制度についてのQ＆ A

《Ｑ１》 介護している家族が体調を崩したらどうしたらよいですか？
《 答 》  期間を限定して施設に入所し、生活や機能訓練の支援を受ける

ショートステイが利用できます。利用日数や連続して利用できる
日数に制限があったり、他のサービス利用に影響する場合もあり
ますので詳しくは担当のケアマネジャー、または地域包括支援セ
ンターにご相談ください。

《Ｑ２》  健康状態が不安定ですが、家で介護したいときにはどうしたらい
いですか？

《 答 》  健康状態が不安定で在宅に戻られた場合でも、主治医の先生や看
護師、理学療法士、管理栄養士などの専門職がご自宅を訪問して
診察や指導、助言などしてくれる居宅療養管理指導や訪問看護な
どのサービスを利用することができます。詳しくは担当のケアマ
ネジャー、または地域包括支援センターにご相談ください。

《Ｑ3》  リフォーム業者が来てバリアフリーの工事ををすすめられていま
す。お願いして大丈夫？

《 答 》  要支援要介護認定を受けている方が、身体状況に応じて自宅の生
活環境を整えるために行った改修工事に対して、介護保険で住宅
改修費用の補助を受けられますが、工事前に書類をそろえて役場
に申請し、審査を受ける必要があります。審査を受けずに工事を
してしまうと補助が受けられません。訪問業者にはいろいろな
方がいるので、住宅改修を希望される場合には、担当のケアマネ
ジャー、または地域包括支援センターにご相談ください。

秘訣　その１　≪生活編≫
規則正しい睡眠
いつも起きる時間は同じに。夜型生活や睡眠不足は血液の流れを悪
くし、冷えの原因に。

足を温める
心臓から遠くなる足はうっ血しやすく血のめぐりが悪くなり冷えやす
い。五本指の靴下の活用や足湯、こまめに足首を回すなどの運動も
効果的。

秘訣　その２　≪食事編≫
食べ物
食べた時にあったかいと感じるもの、塩味、苦み、寒い時期にとれ
る野菜、香辛料も上手に取り入れて。

ビタミン類（Ｂ、Ｃ、Ｅ）
食べたものを熱に変えたり、血のめぐりを良くする作用があります。（豚
肉類、ミカン類、ナッツ類など）

タンパク質
熱を一番作る筋肉の材料となります。

　秘訣　その３　≪運動編≫
まめに動く
体を動かすと、血のめぐりも良くなります。ストレッチやマッサージ、
ラジオ体操など自分に合った体を動かす方法を見つけてみましょう。
お風呂を上手に活用　
38 ～ 40度くらいのぬるめのお湯にゆっくり使って、身体の芯から温
めましょう。
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館
で
登
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を
し
て
く
だ
さ
い
。消火器での火の消し方など

とても勉強になりました

満足のいくできに笑顔で記念撮影です♪

稲の刈り方や縛り方など貴重な体験をさせていただきました

最後に青空の下で記念撮影です。楽しかった♪
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「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」
が発行されますが発行されます

国民健康保険税を滞納していると…国民健康保険税を滞納していると…

南都聖和会の皆さん、震災義援金ありがとうございます南都聖和会の皆さん、震災義援金ありがとうございます

すてきな手作りストラップをありがとうございますすてきな手作りストラップをありがとうございます

‐年末調整・確定申告まで大切に保管を！‐
○ 国民年金保険料は所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。（その

年の１月１日から 12月 31日までに納付した保険料が該当します。）

○ この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています

ので、平成 23年１月１日から９月 30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、「社会保

険料（国民年金保険料）控除証明書」が本年 10月下旬から 11月上旬までに日本年金機構から送付

されます。

　年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付して下さい。

　なお、10月１日から 12月 31 日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、来

年の１月下旬に送付されます。

○ ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料

控除の申告に加えることができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を

添付して申告してください。

※ 　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除
証明書のはがきに表示されている年金事務所へお問い合わせください。

◆問い合わせ先
　役場町民課 生活環境グループ　☎0242-74-1215
　会津若松年金事務所　☎0242-27-5321

◆問い合わせ先
　役場総務課 税務グループ　☎0242-74-1213

　9月 29日（木）、南都聖和会の皆さんから東日本大震災の復興に役立てていただきたいと町に義援金

が届けられました。「南都聖和会」は奈良を代表する東大寺、興福寺、西大寺、唐招提寺、薬師寺、法

隆寺の若い僧の方々で構成されています。

　今回、「南都聖和会」の皆さんが奈良と縁が深い会津・北関東の史跡・寺院の視察に訪れたことから、

徳一菩薩の縁により奈良と文化的交流を深めている磐梯町に立ち寄っていただきました。

　磐梯町を訪れた一行は、町長と文化財室長の案内により史跡慧日寺跡にて金堂や徳一廟を見学し、慧

日寺金堂において震災からの復興に役立てていただきたいと磐梯町への義援金を町長に手渡しました。

　9月15日（木）、磐梯幼稚園の園児たちにかわいらしいプレゼントが届けられました。届けられたのは、

動物やハートなどをかたどったビーズ製のかわいらしいストラップで、6個を一組にして合計 420 個が

贈られました。

　園児たちにストラップを贈ったのは、いわき市在住の  さん。東日本大震災で磐梯町に避

難された際のお礼として、ひとつひとつ丁寧に手作りし、手書きの手紙とともに町に届けていただきま

した。

　ストラップをもらった園児たちは、「かわいい」、「早くリュックに付けたい」などの感想とともに、

素敵なプレゼントに満面の笑みを浮かべていました。

　松崎さん、丁寧なお手紙とともにたくさんの素敵な贈り物を届けていただき、本当にありがとうござ

いました。

　特別な理由もないのに保険税を納めないでいると、次のような措置がとられることになりますので、

ご注意ください。

①納期限を過ぎると、督促状が送付されます。また、延滞金が加算される場合もあります。
② それでも納めないままでいると、通常の保険証の代わりに「短期被保険者証」が発行されます。短
期被保険者証は有効期限が短く、その都度更新手続きが必要になります。
③ 納期限から１年を過ぎると、これまでの保険証を返還してもらい「被保険者資格証明書」が発行さ
れます。医療機関で受診するときには、いったん医療費を全額自己負担しなければなりません。
④納期限から１年６ヶ月を過ぎると、国保の給付が全部または一部差し止められます。
⑤ さらに滞納が続き、納付相談にも応じない場合は差し止められた給付額から滞納分が差し引かれます。

　　※　そのほか財産の差し押さえなどの処分を受ける場合もあります。

■非自発的失業者の軽減措置
　会社の倒産や解雇など非自発的失業者となった 65歳未満の人の国民健康保険税は、申請により翌

年度末までの間、前年所得の給与所得を 30％として算定します。詳細につきましては役場総務課 税

務グループまでお問い合わせください。

‐国民健康保険税の納付が困難なときはお早めにご相談ください‐‐国民健康保険税の納付が困難なときはお早めにご相談ください‐
やむを得ない事情により、保険税の納付が難しい場合は、そのままにせず、役場総務課 やむを得ない事情により、保険税の納付が難しい場合は、そのままにせず、役場総務課 
税務グループまでご相談ください。税務グループまでご相談ください。

園児みんなで感謝の気持ちを込めて

義援金を手渡す南都聖和会  幹事長 （右）

いただいた素敵なストラップ
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福島県内の民間賃貸住宅の家賃等返還福島県内の民間賃貸住宅の家賃等返還
(遡及措置)について(遡及措置)について

「会津地域 不妊セミナー」を開催します「会津地域 不妊セミナー」を開催します

県弁護士会による東日本大震災・原発事故被災者支援について県弁護士会による東日本大震災・原発事故被災者支援について

　平成 23年 3月11日以降、避難のために被災
者自らが民間賃貸住宅に入居し、負担していた家
賃等の返還について、福島県内での取扱いは以
下のとおりとなります。
対象世帯
住家全壊等世帯、または、原発避難指示等世
帯で、県内の民間賃貸住宅に入居した後、県
の借上げ住宅等に入居した世帯

対象期間
3月11日以降、県内の応急仮設住宅等に入居
するまでの間で、県内の民間賃貸住宅に入居し
ていた期間

対象費用
対象期間内に対象世帯が負担した敷金、礼金、
仲介手数料、損害保険加入費用、家賃 ( 駐車
場代含む )、管理費、共益費

申請受付期間
平成23年10月31日(月)まで

その他
申請書等については、福島県ホームページに掲
載しています。

HP　http://www.pref.fukushima.jp/j/index.htm

　現在、夫婦 7組に 1組は不妊といわれる時代
です。
　不妊になる要因は様々あることから、県民の皆
様にも不妊治療に関する知識の普及と不妊治療に
関する理解を深めていただくため、研修会を開催
しますので、是非ご参加ください。
主催
　会津・南会津保健福祉事務所 ( 合同開催 )

日時
　10月 29日(土)午後1時30分～午後4時

場所
　会津若松市コミュニティ施設 ピカリンホール
　（会津若松市北会津町中荒井字諏訪前 11）

対象者
　不妊治療を受けている夫婦及びその家族
　不妊治療を受けようか迷っている夫婦
　不妊治療に関心を持つ一般の方

講話
　「不妊症の検査・治療方法と最新情報」

講師
　公立大学法人 福島県立医科大学
　産科・婦人科学講座  先生

申込み期限
　10月21日(金) *期限厳守 

申し込み方法
　下記問い合わせ先に電話で申し込んでください。

◆問い合わせ先
　会津保健福祉事務所 児童家庭支援チーム
　☎0242-29-5278

◆問い合わせ先
　県弁護士会 会津若松支部長　弁護士　 　☎0242-28-5640・FAX0242-28-5641

◆郵送及び問い合わせ先
　〒960-8670福島県災害対策本部 遡及措置担当
　(※　郵送のみで受付します )
　☎024-522-6511・6512
　（午前９時～午後５時　平日のみ）

１．震災・原発無料電話相談
　　（相談無料。ただし、通話料はかかります。）
　対象
　　震災・原発で被災された方
　受付時間
　　午後 2時～午後 4時（平日のみ）
　　☎024-534-1211・024-925-6511・0242-27-2522
　　 　0246-25-0455
２．インターネットや携帯電話での情報提供
　HP　http://business3.plala.or.jp/fba/
　携帯HP　http://business3.plala.or.jp/fba/k/

３．震災・原発無料面談相談（予約制）
　対象
　　震災・原発で被災された方
　実施場所
　 　福島・二本松・郡山・白河・会津若松・
　　いわき・相馬の 7か所
　予約方法
　　 午前 10時～午後 4時まで（平日のみ）
　　下記フリーダイヤルにお電話願います。
　　☎0120-700-791（フリーダイヤル）
※ 　他に原子力発電所事故被害救済支援センター
の弁護士紹介もあります。詳細は下記まで。

◆問い合わせ先　
    厚生労働省 福島労働局 職業安定課
　☎ 024-529-5396

◆問い合わせ先　
    ふくしま就職応援センター会津若松窓口
　☎ 0242-27-8258

◆問い合わせ先　猪苗代消防署 磐梯出張所　☎0242-73-3100

11月9日～ 15日は秋の火災予防運動週間です11月9日～ 15日は秋の火災予防運動週間です

ふくしま大卒等合同就職面接会についてふくしま大卒等合同就職面接会について
　平成 24年 3月に大学院・大学・短大・高専・
専修学校などを卒業予定の方、平成 23年 3月、
平成 22年 3月、平成 21年 3月に卒業して、現
在就職活動をしている方を対象に、県内に就業場
所又は営業拠点を有し、正社員として雇用する計
画のある事業所との就職面接会を開催します。
　ぜひご参加ください。
名称
　平成 23年度福島大卒等合同就職面接会
日時・場所
　11月2日(水）午後1時～ 4時
　郡山ビューホテルアネックス（郡山市中町10-10）

主催
　 厚生労働省福島労働局、公共職業安定所、
　福島県、郡山市
実施内容
事業所のブースにおける人事担当者との個別
面談、安定所など各機関による職業相談・情
報提供等

その他
　①事前申し込み不要です。お気軽にお越しください。
　② 参加事業所は各会場の開催１週間前に、福島
労働局HP上で公開します。

ふくしま就職応援センターふくしま就職応援センター
「就職支援セミナー 2011」について「就職支援セミナー 2011」について

　再就職を目指す方のために、仕事探しに役立つ
情報・知識をお伝えします。
　受講は、無料です。特に、中高年、女性の方、
被災者の方のご参加をお待ちしています。
日程
　① 10月 21日（金）13:00 ～ 15:30
　② 11月 11日（金）13:00 ～ 15:30
　③ 12月   9 日（金）13:00 ～ 15:30
　④   1 月 20 日（金）13:00 ～ 15:30
　※　各回定員 10名となります。
場所
　ふくしま就職応援センター会津若松窓口
　（会津若松商工会議所会館 2階、駐車場有）
持ち物
　筆記用具
申し込み
　事前の申し込みが必要です。お電話にてご予約
ください。

　秋から冬にかけての火災が多く発生する季節を迎えるにあたり、全国的に秋の火災予防運動が実施されます。
　空気が乾燥し、火災の起こりやすい季節です。火の取扱いに充分注意しましょう。

【平成23年度防火標語】【平成23年度防火標語】
消したはず 決めつけないで もう一度消したはず 決めつけないで もう一度

《4つの対策》
　1. 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
を設置する。

　2. 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐ
ために、防炎製品を使用する。

　3. 火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器などを設置する。

　4. お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所の協力体制をつくる。

《3つの習慣》
　1. 寝たばこは、絶対やめる。
　2. ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。

　3. ガスこんろなどのそばを離れるときは、必
ず火を消す。

住宅防火
いのちを守る７つのポイント
-３つの習慣・４つの対策‐
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8月の異動で会津若松市立神指小学校よりまいりました。磐梯第二小学校に
赴任して、初めて学校を案内していただいた時、明るくてきれいで、とてもすて
きな学校だなとうれしくなりました。初めて子どもたちと対面する、２学期の始
業式では、子どもたちが温かい言葉で迎えてくれ、さらに校歌を歌う歌声の大き
さに感動しました。少人数なのにすばらしいと思いました。私もがんばらなけれ
ばいけないと改めて思いました。
また、着任の時や町教育研究会の中で教育長さんよりの磐梯町の教育に対す
る熱い思いや町を挙げてのすばらしい教育実践をお聞きした時にも、私もしっか
りやらなければという思いになりました。これから、微力ながら子どもたちのた
めに、精一杯がんばっていきたいと思いますので、よろしくお願いします。

８月１日から磐梯第二小学校に勤務させていただくことになりました佐藤俊幸
です。生まれも育ちも郡山です。幼い頃からの夢が、札幌五輪で活躍した千葉
選手や柏木選手のようなスキーの選手になることでした。冬になると、毎日のよ
うに雪化粧した磐梯山の頂を眺めては、スキー場が近くにある磐梯町や猪苗代
町で暮らしたいと思って過ごしました。こうした思いもあり、磐梯第二小学校へ
の赴任の日をとても楽しみにしてきました。
磐梯町に着任し、まず、豊かで美しい町の自然と、その自然と調和した木の
温もりに満ちた校舎に感激し、そして、始業式では、体育館に響き渡る子どもた
ちの歌声と挨拶の素晴らしさに感動すると同時に、教育に寄せる地域の方々の
熱い思いと教育の質の高さに触れる事ができました。
こうした子どもたちの姿も、磐梯町が、全国に先駆けて幼・小・中の一貫教
育や園児からの英語教育を推進するなど、東北の仏教文化の発祥地としての伝
統や文化、そして歴史を重んじてきた地域であるためと思いました。
私も、磐梯町の一員としての自覚や誇りを大切にしながら、子どもの豊かな成
長を目指し、努力してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。

磐梯第二小学校
　教諭　

磐梯第二小学校
　校長　

●心からお悔やみ申し上げます。
 氏 名　 行政区 年齢

おくやみおくやみ

 9/14 　妙 法 原 95歳
（9月期　敬称略）

自動車税の納期限について自動車税の納期限について

猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故発生状況
（平成 23年 9月末現在）

10月31日（金）

町 県 民 税（第3期）
介 護 保 険 料（第4期）
後期高齢者医療保険料（第3期）

お忘れなく！

○お誕生おめでとうございます。
 氏 名　 性別 保護者名 行政区

おめでたおめでた

 8/30 　 男  大 寺 四 区
 8/30 　 男  大 寺 四 区

　自動車税は、県民の皆様の福祉の増進及び教育
などのために使われている大切な税金です。定め
られた納期限 ( 平成 23 年度は 10 月 31日 ( 月 )
となります )までに忘れずに納めていただきますよう
お願いします。コンビニエンスストアでも納付がで
きますのでご利用ください。
　また、自動車税を納めたときの領収証書には、
継続検査 ( 車検 ) 用の納税証明書が付いています。
車検の時に必要となりますので、車検証と一緒に大
切に保管しておいてください。
　なお、身体障害者手帳、戦傷病者手帳、療育
手帳などを持っている方のために使用される自動車
で、一定の要件に該当するものは、申請により自動
車税が減免されます。
　減免の申請は納期限までと定められていますの
で、10月 31日 ( 月 )までに申請を済まされるよう
お願いします。納期限後に申請された場合は、申
請の翌月以降から月割減免となりますのでご注意く
ださい。年度途中で減免の要件に該当した場合に
は、申請の翌月以降から月割減免となります。減免
の範囲、申請手続等の詳細については、下記にお
尋ねください。

◆問い合わせ先
　会津地方振興局 県税部 　☎0242-29-5261
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再生紙を使用しています。

みんなのひろばみんなのひろば

今月の作品
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

短　
　

歌
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ふ
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川　

柳
（
川
柳
ば
ん
だ
い
友
の
会
）

◇　

無
計
画
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で
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れ
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放
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能
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の
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を
遠
ざ
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し
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い
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写
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◇　

顔
上
げ
て
思
い
伝
え
て
稲
穂
た
ち 

◇　

一
字
な
ら
命
と
書
い
て
迷
わ
な
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くん（大寺二区）
平成23年5月2日生まれ

ちゃん（布藤）
平成23年5月11日生まれ

　今年の夏は、いつまでも暑い日が続いている印象

がありましたが、気が付くと日が短くなって朝夕が

めっきり寒く感じられるようになってきました。

　9月中旬の磐梯町内では、そばの花が満開を迎え、

畑一面がまるで白い花びらの絨毯を広げたようでし

た。

秋の足音秋の足音

そば畑（入倉地内）
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